
農 業 改 良 会 議 設 置 要 領

１ 目 的

農業普及指導センター段階における普及事業の適切な運営と効果的な地域指導体制

の構築に資するため、市町村、関係団体及び農業者と農業に関する施策や事業の推進

について、協議及び連携調整を図る。

２ 構 成

この会議は、農業普及指導センターを単位とし、次の関係機関、団体等の関係職員

及び農業者の代表をもって構成する。ただし、必要に応じてその他の機関・団体等の

関係職員の参加を得ることができる。

農業普及指導センター、市町村、農業協同組合、農業共済組合、農業者等の代表

３ 運 営

(1) この会議は農業普及指導センター所長が主宰し、事務局を農業指導普及センター

内におく。

(2) この会議は、原則として定期的に開催するほか、必要により随時開催する。

(3) 運営を効率化するため、必要に応じて専門部会を置く他、市町村が主催する農業

改良会議等と連携調整を図るものとする。

なお、農業普及指導センターの所管区域と市町村の範囲が同一の農業普及指導セ

ンターにあっては、市町村が主催する改良会議等をこの会議に位置づけることがで

きる。

４ 協議事項

会議は、当該地域における次の事項について協議するものとする。

(1) 普及指導活動の重点課題の設定、重点指導対象の選定など指導計画の樹立に関す

る事項

(2) 普及指導活動の評価に関する事項

(3) 普及指導活動の推進についての関係機関、団体と連携調整に関する事項

(4) その他普及指導活動の推進に関する事項



農 業 改 良 会 議 設 置 運 営

１ 会議の性格

この会議は普及活動に農業者の意向、地域の行政及び関係機関団体等からの要請を反

映させ、効率的に普及活動を推進するための連携調整機関である。

原則として、すべての農業普及指導センターにおいて開催するものとする。

なお、既に農業改良会議に類似する機能を有する協議会が設置されている農業普及指

導センターにあっては、当該協議体をもって農業改良会議に代えることができるものと

する。

２ 会議の設置及び名称

この会議は農業普及指導センター単位に設置する。

会議の名称は次の例のようにする。

－例－ 村上農業普及指導センターの場合は「村上農業改良会議」とする。

３ 構 成

以下のような構成を基本とするが、各農業普及指導センターの活動及び地域性を考慮

しきめる。

農業普及指導センター 所長ほか職員

市 町 村 関係主務課長

農 業 協 同 組 合 関係農業協同組合の主務課長又は関係職員

農 業 共 済 主務課長又は関係職員

農 業 者 代 表 地域の担い手農業者（例えば指導農業士、青年農業士

農村地域生活アドバイザーなど）

４ 運 営

(1)改良会議は原則として年間３～４回定期的に開催する。

(2)改良会議には専門部会を必要に応じて設置し、次のように開催する。

－例－ 経 営 部 会 稲 作 部 会

担 い 手 部 会 園 芸 部 会

生 活 部 会 畜 産 部 会

各専門部会の事務局は農業普及指導センター内に置き、必要に応じて開催する。

(3)市町村が主宰する市町村農業改良会議には農業普及指導センターは積極的に参加し、

助言、協力することとする。

(4)会議の記録及び資料などは整理保管する。


